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夫の姓に改めても，«Pour les femmes, nom de jeune fille»という表現が
示すように，書類で要求されるのは出生時の姓を記すことである。したが













つの表現である «Mettre une croix dans la(les) case(s) correspondante(s).»
（同）で指示されている «croix» がフランス式の記入では重要であり，この
ことをきちんと把握していなければならない。アンケートの対象となった
7 人の大学院生のうち 2 人だけが，この «cocher» を正しく実践できてい











(1) M. Mme Mlle (2) M. Mme Mlle
(3) M. Mme Mlle (4) M. Mme Mlle
(1) と (2) では «rayer» の「消す」という意味は理解されている。しかし
(1) ではその消し方がフランス式ではない。すでに見たように，フランス
人にとってむしろ肯定的な意味を持つ×印を用いているからである。また
(2) では，フランス式に消してはいるものの，不安が残るためか Mlle に
下線を引いている。(3) と (4)では «rayer»の意味を捉えておらず，日本式
に該当項目に印をつけている。解答してもらった 7 人の学生のうち正しく






« Fait à                                 ,  le                                 










この表現を書き添えた学生は 1 人もいなかった。 «lu» あるいは
«approuvé» という語そのものは知っていても，この表現が何を意味する
のか，ここで何を求められているのかわかっていなかったからであろう。



































«Vous pouvez épeler votre nom, s’il vous plaît ?»
この質問に対し，フランス人が使う綴り字の伝え方を正確に用いて答えた




ルファベットで記入するだけの解答であった。この 33 人のうち 8 人の学




の A を伝えるためには，単語の頭文字が A であればどんな単語でもよい
と考えていたためか，解答は次のようなものであった。























109 人の学生のうち 15 人だけがこのフランスの改札の仕組みを理解し












« Conservez votre billet jusqu’à la sortie.
Inscrivez le numéro de votre carte orange sur le coupon mensuel.
Votre titre de transport peut être contrôlé en voiture, en station.
(1) Ne vous mettez pas en situation irrégulière.










パリ交通公団の定期券 «carte orange» は，月曜から日曜まで有効の一
週間切符 «coupon hebdomadaire» と，1 日から 31 日まで有効の一カ月
切符 «coupon mensuel» がある。パリ市内と近郊は，距離によって 5 区
域 «zone» に分かれている。利用する区域を指定して切符を買うが，その
区域内であれば自由に乗り降りできる。






«Inscrivez le numéro de votre carte orange sur le coupon mensuel.»と
いう記述は，フランス社会で求められる «valider» という行為を具体的に
示しており，これを怠れば不正乗車と見なされ，即罰金の対象になる。
学生に上記 (1) と (2) それぞれの文が伝える内容を書いてもらったが，
(1) は 109 人中 10 人，(2) は 14 人しかその内容を汲み取れなかった。こ









































de ville» と，その前に広がる大きな広場 «esplanade»。様々な様式の教会
«église»とその前の広場 «parvis»，あるいは三色旗 «drapeau tricolore»の
翻る公立学校などは視覚的に捉えたフランスの町の特徴であるが，これら
はまたいわゆる道案内の時の道標にもなるのである。
さらにフランスの町の通りにはすべて名前 «nom de la rue» がついて
いる。建物の門構えの上部に番地 «numéro» が記され，通りの片側には
偶数番地 «pair» の建物や家々が並び，もう一方には奇数番地 «impair» が













また «14e. 79, Rue Daguerre» で始まる売りマンションの案内記事を
読んでもらい，このアパルトマンの在る建物のおおよその位置をこの地区
の地図の上に記入してもらった。その結果，正しく奇数番地側の通りに印




























































に書いてもらったが，6 人中 3 人が無難に「3DK」と解答したが，





























ン料理として魚料理を選んでもらった。Filet de cabillaud sauce cres-
sonnette / Marmite de rognons de veau à la moutarde de Meaux /
Épaule d’agneau rôtie à la fleur de thym / Contrefilet poêlé gratin
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「二枚」という表現が重要なのだが，«Deux tranches de jambon, s’il
vous plaît.»と正しく書けた学生は，101人中 14人だけであった。このう
ち 12 人はフランス滞在を経験した学生である。«Deux jambons» と解答
した学生が 17人おり，«Un jambon»と «Une tranche de jambon»の違
いを捉えていない。フランス語で言う «jambon» は豚の腿肉をそのまま使
って作った大きな塊を表し，肉屋で買う場合，必要な枚数をスライスして
もらう。その一枚が «tranche» である。したがって «Un jambon, s’il
vous plaît.» と言えば「この腿の塊を丸ごと一つください。」ということに
なってしまう。フランス人の肉屋は，日本人が «Deux jambons» と言う
のを聞けば，その内容を確認するであろう。彼なりに量を想定して，たと





ではないだろうか。実際，この問題では 101 人中 41 人までが解答欄に何
も書いていなかった。「二枚」をどのように言ったらよいのか分からなか










回っている。これを «une brique de lait» と呼んでいる。果物屋に行けば
イチゴはグラム単位で買っても，ラズベリーは 8×12 ㌢ ほどの小箱の単








われる。«Vous réglez à la caisse.»
学生にこの発話文の意味をたずねたが，101 人中 39 人しか正しく答え
られなかった。フランスのデパートでは，店員とお客が直接金銭のやり取
りをしない。買いたい品物を店員に知らせると，店員は用紙にその品物の










さらに，レジに行くと今度は，«Vous réglez par chèque ou en espèces ?»
と聞かれる。現金で支払えば済むと思っている日本人にとって，何を聞か







par chèque ou en espèces ?» という表現も今ではほとんど使われなくな
った。フランスでは銀行，郵便局が共通に発行するキャッシュカード兼ク


















るフランス語を書いてもらったが，«20 sur 20» と答えられた学生は，
101 人中 3 人（滞仏経験者）だけであった。他に «parfait»（11 人）ある
いは «excellent»（6 人）といった解答も正しいが，«très bien»（4 人）は
正解にならない。20 点満点で 17 点以上が «très bien» の評価になるから
である。ちなみに 16点から 14点までの成績は «bien» と評価され，13点
から 11点までが «assez bien»となる。
ところで日本では 100点満点で 60点を合格の基準にしているが，フラ










試験では，assez bien の評価 «mention assez bien» であっても，実は
«mention» がついていることで評価され，良い成績で合格した «reçu
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avec mention» ことになる。その意味でも «moyenne» の成績を日本の
「可」と同一視して，すれすれの合格を意味するものとして捉えるべきで
はないであろう。学生にこの «mention» の意味とその具体例を問うてみ





(1) «Paris : 13 / 20 dès le premier tour»
Le Figaro, le 13 mai 1989
(2) «Vingt sur vingt pour Chirac»



































従来大学で使われてきた語学教材では «médecin» あるいは «dentiste»
といった単語を扱えば充分とされている。しかしフランスでの実際のコミ
ュニケーション場面で，«Je cherche un médecin.» または «Je voudrais
voir un médecin.» と言えば，相手が知り合いのフランス人であれ，病院




























































パリのあるレストランの広告文 «La seule vraie bouillabaisse reconnue
par les Marseillais» を読んでもらい，質問に答えてもらった。「マルセイ
ユ人に定評のある唯一の本場ブイヤベース」がこのレストランのお勧めの
一品である。«bouillabaisse» を知っている学生は，101 人中 61 人いた。
しかし他方で 40 人もの学生が有名なマルセイユ料理を知らなかったこと
になる。同じくパリの東駅近くにあるレストランの広告内容 «huîtres
toute l’année, choucroutes» について質問したが，«huîtres» と «chou-
croutes» の両方を知っていた学生は，101 人中わずか 5 人だけであった。




簡単に言えば «thé» の一種ということになるが，具体的には «une infu-
sion de camomille / menthe / tilleul / verveine» といったハーブティの
ことを指す。この «infusion» という単語を知っていた学生は 101 人中 4
人だけで，すべて滞仏経験者であった。無解答は 92人に達した。
次にレストランのメニューにのっている «kir» を説明してもらった。デ
ィジョンの名物として有名な «kir»は，«crème de cassis»を 3分の 1入れ，
ブルゴーニュ産白ワインのアリゴテ «aligoté» を 3 分の 2 ほど入れて作る
「食前酒」«apéritif»である。ディジョンの市長であった Kir氏がアペリテ
ィフに好んで «vin blanc cassis» を飲んでいたことから有名になり，«kir»
の見出し語で Le Petit Larousse にのるようになったという逸話がある。









ョン場面では，«Qu’est-ce que je vous offre ?  Euh...Whisky ?  Martini ?
















理解しているようには見えなかった。(1) «Service en sus.», (2) «prix
net(s)» という表現を与えて，その意味を書いてもらった。(1) については
101人中 13人が正解で，(2)はわずか 5人しか正しい意味を捉えていなか
った。無解答が，(1) では 43 人，(2) では 37 人いた。間違った解答（(1)
45 人 (2) 50 人）の中には，この二つの表現を取り違えて解釈している学
生がいた。(2) の «prix net(s)» に関しては，間違った解答をした 50 人の











































13 時または 14 時から 16 時まで店を閉めることが前提になっているから
である。つまりこの貼紙は，「昼休みをとらずに営業している」ことを伝
えるためなのである。









学生にこの貼紙の意味を書いてもらったところ，101 人中 80 人が正し
く答えたが，この貼紙の理由を尋ねると，正解は 50人に減ってしまった。
文化的な内容を読み取れていなかったからである。«Le magasin est













（11 月 1日休日），万霊節 «jour des Morts»（11 月 2日）の墓参りの頃に
休みがある。暮れの 12 月下旬には，クリスマス «Noël» の休暇が来る。
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家族や親戚とクリスマスパーティー «fête de Noël» を一緒に楽しんだり，
知人，友人らと大 日の晩から一緒に新年を迎える 31 日のパーティー







季休暇を 7月にとる人もいれば 8月にとる人もいる。前者は «juillettiste»








にみる «Lun, tarif unique : 30F»もこの割引制度の一つである。大学院生
にこの表現の意味を質問したところ，「月曜日に料金が 30 フランである」
ことは めたものの（ 7人中 6人），«unique»の意味を的確に捉えていな
かった。「一人につき」とか「特別に」，あるいは「特別料金」，「入場券の
み」といった解釈だけでなく，この語を考慮に入れずに解釈した学生もい

















«Version originale (V.O.)» で上映する映画館がある一方で，外国映画を
フランス語への吹き替えで «Version française (V.F.)» 上映する映画館も
ある。日本では映画館がこのようなシステムをとっていないため，日本人








た当時（1990年 12月から 1991年 1月にかけて）は，まだこの医薬分業
システムが日本でほとんど採用されていなかった。そのため 6 人の大学院
生全員が処方薬を記した用紙のことを «ordonnance» とフランス語で答え
られなかった。1 人の学生がフランス語で «prescription» と解答し，もう
1 人が日本語で「処方」と書いていたが，他の 4 人の学生は無解答であっ
た。また処方箋の役割について，「どこで何のために使うものであるか」
を尋ねてみた。一カ月の滞仏経験のある学生 1 人が，「薬局で薬を買うた




































14e. 79, rue Daguerre.
3 pièces dans immeuble 1900 pierre de taille. 58m2 + 6m2 balcon,
au 5e sans vis-à-vis (ascenseur voté). Calme. Clair. Cave.
Gardienne. Faibles charges.
この記事に使われている «ascenseur voté» の表現に注意してみよう。
フランス人にはすぐにわかるはずだが，果たして日本人の学生はどこまで
解読できるだろうか。大学院生であれば «ascenseur» も «voté» もそれぞ
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れの意味に関しては特に問題はないはずである。ところが「エレベーター



















































































化知識運用能力 compétence socioculturelle を形成し，コミュニケーシ






















1) «Une langue n’est pas seulement un système formel, un ensemble de réalités
abstraites logiquement structurées. Elle est aussi (d’abord, surtout) une pratique
sociale, c’est-à-dire non indépendante de ceux qui s’en servent.» L.PORCHER, La




4) «Les rues de cette ville [Tokyo] n’ont pas de nom. Il y a bien une adresse écrite,
mais elle n’a qu’une valeur postale, elle se réfère à un cadastre (par quartiers et par
blocs, nullement géométriques), dont la connaissance est accessible au facteur,
non au visiteur : la plus grande ville du monde est pratiquement inclassée, les
espèces qui la composent en détail sont innommés. [...] Tokyo nous redit cependant
que le rationnel n’est qu’un système parmi d’autres.» R.BARTHES, L’Empire des
signes, Éditions d’Art Albert Skira, 1970, p.47.
5) Idem, pp.48-49.
6) «l’organisation semi-fixe de l’espace» E.T.HALL, La Dimension cachée, traduc-
tion française, Éditions du Seuil, 1971, p.141.
7) «L’implicite trace les contours d’une communauté en faisant émerger ce qui
relève d’un vécu commun. Dans le même temps, il exclut symboliquement ceux
qui ne peuvent s’y reconnaître.» G.ZARATE, Enseigner une culture étrangère,
Hachette, 1986, p.22.
8) «La composante culturelle est en fait partout dans les pratiques communicatives
même si son existence reste largement inconsciente. Le cadre culturel est intrin-
sèquement lié au cadre communicatif.» G.GSCHWIND-HOLTZER, Analyse
sociolinguistique de la communication et didactique, Hatier-Didier, 1981, p.19.
9) «l’interrogation empirique sur des faits culturels étrangers non identifiés se fait a
priori à travers les références de la culture maternelle.» G.ZARATE, Ibid, p.27.
10) «Tout se passe comme si l’apprentissage d’une langue étrangère consistait à vider
chaque signe maternel de son contenu pour en emplir un signe étranger, de forme
différente mais de capacité égale, considéré comme équivalent.» R.GALISSON,
Lexicologie et enseignement des langues, Hachette, 1979, p.174.
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11) «― que les distributions de signes dits équivalents sont toujours dissemblables de
langue à langue : et que le découpage de la réalité et de l’expérience n’est jamais
identique dans des langues différentes;» R.GALISSON, Idem, p.174.
12)「日本人学生のフランス語運用能力―語彙不足の弊害―（その 1）」
『立教大学フランス文学』No. 23，1994年，pp.27-51.
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